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っ
て
活
躍
さ
れ
た
）
の
骨
学
の
講
義
で
は
、
手
ぶ
ら
で
入
っ
て
こ
ら
れ

た
教
授
が
い
き
な
り
泊
々
と
ラ
テ
ン
語
を
羅
列
さ
れ
始
め
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
医
学
部
建
築
の
計
画
が
あ
り
、

こ
の
講
堂
が
壊
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
職
員
、
同
窓
生
に
こ
の
由
緒

あ
る
建
築
物
の
保
存
の
機
運
が
起
こ
り
、
無
事
中
央
講
堂
脇
に
移
転

保
存
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
同
窓
生
は
昔
を
偲
ぶ
対
象
が
永
久
に
存
在

さ
れ
る
こ
と
を
喜
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
医
学
部
近
代
化
と
称
す
る
無
計
画
な
新
建
築
が
、
突
然

こ
の
講
堂
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
破
壊
計
画
を
耳
に
し
た
と
き
、
一
刻
も
早
く
保
存
さ
れ
た
解

剖
学
講
堂
を
、
再
移
転
し
な
け
れ
ば
と
同
窓
会
誌
に
訴
え
た
。
こ
の

原
稿
が
受
理
さ
れ
た
と
き
、
「
も
う
崩
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
よ
」
と
受

付
女
性
の
返
答
を
耳
に
し
、
唖
然
と
し
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
暴
挙
に
つ
い
て
教
授
会
あ
る
い
は
同
窓
会
幹
部
に
返
答
を
求

め
る
と
、
以
前
か
ら
こ
の
破
壊
は
同
窓
会
に
計
っ
て
決
定
さ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
今
更
な
じ
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な

い
こ
と
は
、
重
々
わ
か
つ
て
は
い
て
も
憤
惣
や
る
方
な
い
思
い
は
今

に
続
い
て
い
る
。

未
だ
古
い
大
学
に
は
医
学
に
関
係
あ
る
建
築
物
が
残
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
保
存
こ
そ
子
孫
に
伝
え
る
文
化
財
の
最
た
る
も
の
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で
は
な
い
か
と
、
考
え
て
い
る
。
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
承

知
の
上
で
、
破
壊
か
ら
救
う
賢
明
な
方
法
を
模
索
、
実
施
す
る
た
め

に
、
医
史
学
会
が
立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
る
と
切
実
に
訴
え
た
い
。

こ
の
種
の
文
化
財
の
点
検
と
保
存
対
策
を
早
急
に
開
始
し
て
貰
い

た
い
。
文
化
財
保
護
審
議
会
は
民
家
、
橋
、
環
境
な
ど
に
つ
い
て
申

請
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
指
定
し
て
い
る
の
で
、
公
費
負
担
で
の
方
法

も
加
味
さ
れ
て
良
い
と
思
う
。
こ
の
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
是
非

考
え
て
頂
き
た
い
。
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
医
学
部
の
識
者
を

含
め
た
人
達
に
、
是
非
医
学
史
の
文
化
財
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
貰

う
こ
と
で
あ
る
。

12 

資
料
と
私
と
目
録

佐

藤

允

男

現
今
の
病
院
図
書
室
（
舘
）
や
医
学
図
書
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
知
的
中
枢
機
能
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

先
人
の
生
き
方
と
残
し
た
資
料
を
知
り
た
く
て
平
成
二
年
の
日
本

医
史
学
会
に
出
席
し
た
。
そ
こ
で
関
西
支
部
春
季
大
会
の
案
内
を
見

て
後
、
そ
の
会
に
い
れ
て
頂
い
た
。
会
で
は
寺
畑
喜
朔
先
生
が
各
地
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の
図
書
館
を
調
査
さ
れ
た
お
話
を
さ
れ
た
。

平
成
四
年
に
第
八
回
病
院
図
書
室
職
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
ま
た
秋
に
国
立
国
会
図
書
館
で
の
見
学
会
に
参
加
し
た
。

資
料
と
地
方
に
住
む
者
と
の
関
係
は
、
平
成
三
年
の
松
木
先
生
の

論
文
に
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

「
研
究
結
果
と
資
料
は
共
通
の
財
産
に
す
べ
き
」
と
の
見
地
か
ら
平

成
五
年
に
、

一
・
順
仁
堂
図
書
目
録
［
回
目
H
N
O
HY

］
を
作
り
、

ま
た
ほ
ぽ
毎
年
、

二
・
順
仁
堂
医
史
学
資
料
（
仮
）
目
録
［
〉
印
E
C
H
J
］

三

・
逐
次
刊
行
物
目
録

［

〉

印

民

間J
］

例
年
三

O
部
ず
つ
作
り
私
共
の
院
内
と
地
域
の
図
書
館
と
医
療
関

係
者
に
配
布
し
て
き
た
。
今
年
は
さ
ら
に
一
五
部
作
り
関
西
支
部
の

一
部
の
方
に
差
し
上
げ
た
。

形
式
は
病
院
図
書
室
研
究
会
の
諸
姉
に
恵
与
さ
れ
た
目
録
類

・
書

誌
学
医
史
学
の
先
達
の
作
品
を
見
習
い
、
ま
た

N
L
M
日
本
語
版
の

考
え
方
を
参
考
に
し
た
。
数
が
少
な
く
ま
と
め
易
い
し
、
一
年
の
寿

命
と
考
え
、
コ
ピ
イ
で
印
刷
に
代
え
て
い
る
。

日
本
医
史
学
雑
誌
の
岩
治
勇
一
先
生
と
石
田
秀
一
先
生
、
そ
れ
に

醤
諦
と
北
陸
医
史
の
寺
畑
喜
朔
先
生
と
正
橋
剛
二
先
生
の
記
事
は
参

考
に
な
っ
た
。
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石
田
秀
一
先
生
の
悲
鳴
に
も
思
え
る
お
考
え
に
対
応
で
き
な
く
心

苦
し
い
。

そ
れ
に
、
医
療
器
械
器
具
等
は
収
納
の
関
係
で
集
録
で
き
て
な
い

し
看
板
施
設
や
住
居
先
人
の
壁
域
も
入
っ
て
い
な
い
。
日
頃
向
上
に

務
め
て
は
い
る
が
、
函
館
で
の
寺
畑
喜
朔
名
誉
教
授
の
説
か
れ
る
こ

と
は
貴
い
こ
と
と
思
う
。
お
す
す
め
を
い
た
だ
き
一
文
と
し
た
。

本

文

献

本

（1
）
松
木
明
知
「
地
域
の
医
学
史
」
研
究
序
説
、

『日
本
医
史
学
雑
誌
』〈
o

－

ω寸
（
九日）
h
H
寸

寸

品

ω
N
］戸
坦
坦
ゲ

（2
）
福
井
県
人
の
誘
導
し
た
西
洋
文
化
の
啓
蒙
書
、
岩
治
勇

一『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
犯
巻
1
号
、
東
京

（3
）
医
学
資
料
展
（
秋
田
県
医
師
会
主
催
）
石
田
秀
一
編

『日
本
医
史
学
雑

誌
』
〈
O

一
包（
ω
Y
S
H
）
（
宕
）
句
東
京

（4
）
長
崎
家
関
係
資
料
［
長
崎
文
庫
医
学
書
目
録
］

長
崎
家
所
蔵
の
医
学
関
係
潟
本
目
録
、
寺
畑
喜
朔
、
富
山
）
弓
、
密
部
第

日
号
別
刷
、
大
阪

長
崎
家
所
蔵
の
医
学
関
係
刊
本
目
録
、
寺
畑
喜
朔
、
（
〉
印
）
ω
句
、
醤
認
第

日
号
別
刷
、
大
阪

補
遺
・長
崎
家
所
蔵
の
瞥
書
目
録
、
寺
畑
喜
朔
、
（
〉
印
）
ω
旬、

警
護
第
侃

号
別
刷
、
大
阪


